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本
年
四
月
、
組
織
内
の
人
事

交
流
に
よ
り
小
海
町
商
工
会
へ

異
動
し
て
参
り
ま
し
た
畠
山
大

輝
（
ひ
ろ
き
）
と
申
し
ま
す
。

前
任
地
は
南
牧
村
商
工
会
で
、

十
二
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
商
工

会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ご
存

知
で
す
か
？

　

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
「
地
域

の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
て
い
る
と
こ
ろ
」「
色
々
な
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
」「
年
配
の
方
々
が
寄
合
で
集

ま
る
と
こ
ろ
」
あ
た
り
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
も
間
違
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
詳
し
く
知

れ
ば
、
様
々
な
活
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
特
に
、
小
規
模
事

業
者
や
経
営
に
携
わ
っ
て
い
て

お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
は
是

非
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
と
は
、
簡
単
に
言
う

と
「
経
営
に
関
す
る
地
域
の
お

医
者
さ
ん
」
で
す
。
体
調
の
悪

い
と
き
病
院
へ
行
き
診
察
を
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
資
金
繰
り

が
し
ん
ど
い
…
日
々
の
帳
簿
が

面
倒
だ
…
求
人
を
出
し
た
い
…

新
製
品
を
開
発
し
た
い
…
な
ど

な
ど
、
経
営
上
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
を
何
で
も
相
談
で

き
る
場
所
が
商
工
会
で
あ
り
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私

た
ち
職
員
で
す
。

　

私
は
小
海
生
ま
れ
、
小
海
育

ち
の
人
間
で
す
。
幼
少
期
や
学

生
の
頃
、
土
村
や
馬
流
商
店
街

の
ほ
か
、
町
内
多
数
の
お
店
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
度
、
多
く

の
経
営
者
の
皆
さ
ん
を
久
し
ぶ

り
に
拝
見
し
、
懐
か
し
さ
や
嬉

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
市
域
へ
の
大
型
店
進
出
な

ど
の
影
響
に
よ
り
地
元
へ
の
滞

留
率
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

現
状
も
散
見
さ
れ
、
ど
こ
か
寂

し
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
幼
少
期
の
記
憶
に
は
、

買
い
物
は
町
内
の
ス
ー
パ
ー
へ

出
掛
け
、
つ
い
で
に
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
遊
ん
だ
り
、
駄
菓
子

を
買
っ
た
り
、
ご
ち
そ
う
の
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
た
り
と
い
っ
た

懐
か
し
い
思
い
出
が
残
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
と
同
じ
よ
う
な
古

き
良
き
思
い
出
を
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
気
あ
る
小
海
町
内

の
再
興
も
視
野
に
、
商
工
業
者

の
皆
さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会

が
閉
幕
し
た
。
開

催
直
前
ま
で
、「
開

催
」「
も
う
一
年

延
期
」「
中
止
」
と
色
々
な
意

見
が
飛
び
か
っ
て
い
た
。

　

日
本
人
選
手
の
活
躍
や
、
パ

ラ
ア
ス
リ
ー
ト
が
自
ら
の
障
害

と
向
き
合
い
な
が
ら
ひ
た
む
き

に
挑
戦
す
る
姿
に
感
動
し
つ
つ

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
な
い
中
で
の
開

催
で
、
感
染
拡
大
へ
の
不
安
も

あ
る
複
雑
な
心
境
で
あ
っ
た
。

　

表
彰
式
で
メ
ダ
ル
と
と
も
に

贈
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
「
ビ
ク

ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
」
に
は
、
福
島

県
産
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
ナ

ル
コ
ラ
ン
、
岩
手
県
産
の
リ
ン

ド
ウ
、
宮
城
県
産
の
ヒ
マ
ワ
リ

等
、
被
災
し
た
三
県
の
花
が
メ

イ
ン
に
使
用
さ
れ
た
。

　

選
手
村
で
は
、
競
技
前
の
選

手
の
体
調
を
整
え
る
為
の
食
事

を
提
供
す
る
「
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
」
と
、
東
日
本
大
震
災
等

の
被
災
地
や
、
全
国
各
地
の
食

材
や
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
が

提
供
さ
れ
る
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ダ

イ
ニ
ン
グ
」
が
あ
り
、
一
般
公

募
の
メ
ニ
ュ
ー
を
含
め
日
本
の

食
文
化
も
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

（210）

小
海
町
商
工
会

松
原

　畠
山
大
輝

　

今
年
度
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
七
月
二
十
五
日
㈰
山
梨
県

北
杜
市
の
信
玄
の
棒
道
で
行
い

ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
の
、
猛
暑
が
連

日
続
く
中
で
し
た
が
、
幸
い
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
大
半
は
木

陰
で
、
涼
し
く
爽
や
か
な
風
が

吹
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

は
、
日
本
の
名
水
百
選
の
「
三

分
一
湧
水
」
を
往
復
す
る
約
八

㎞
の
平
坦
な
コ
ー
ス
で
、
休
憩

と
三
分
一
湧
水
で
の
昼
食
を
挟

み
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。　

　

三
分
一
湧
水
は
、
戦
国
時
代

の
頃
に
水
争
い
を
し
て
い
た
三

つ
の
村
に
、
川
の
水
を
等
配
分

す
る
た
め
に
、
武
田
信
玄
が
堰

を
築
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る

そ
う
で
、
湧
出
口
の
分
水
枡
に

三
角
石
柱
を
築
き
、
三
方
向
に

流
水
を
分
岐
さ
せ
て
い
る
貴
重

な
歴
史
的
文
化
財
で
も
あ
り
ま

す
。

　

旧
長
坂
町
の
小
荒
間
集
落
に

あ
る
の
で
、
地
元
の
方
々
だ
け

で
は
な
く
、
八
ヶ
岳
南
麓
の
観

光
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
癒
し

の
場
所
で
し
た
。

　

又
、
コ
ー
ス
上
に
は
、
同
じ

く
日
本
の
名
水
百
選
に
選
ば
れ

た
「
女
取
湧
水
」
が
あ
り
、
標

高
一
一
六
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
る

湧
水
の
水
温
は
、
年
間
を
通
し

約
十
℃
と
湧
水
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
冷
た
さ
だ
そ
う
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
飲
ん
だ
り
、

手
を
冷
や
し
た
り
と
体
を
休
め

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
清

里
の
「
美
し
の
森
」・
小
淵
沢

の
「
身
曾
岐
神
社
」
へ
も
立
ち

寄
り
、
比
較
的
近
い
場
所
に
あ

る
山
梨
県
の
八
ヶ
岳
周
辺
で
す

が
、
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
方

々
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
遠
く
へ
出
掛

け
る
機
会
が
減

っ
て
い
る
中
で
、

「
楽
し
い
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

秋
の
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
地

元
の
八
ヶ
岳
周

辺
を
散
策
し
て

み
ま
す
」
等
々

の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

～
信
玄
の
棒
道
～
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み ん な の 楽 集 館
三村奈々恵　マリンバ・コンサート

小海町企業人権教育推進連絡
協議会総会が行われました

　8月8日㈰音楽堂ヤルヴィホールで、三村奈々恵　マリンバ・
コンサートが開催されました。
　三村さんは、茅野市出身で3歳からマリンバを始め、大学を卒
業後に渡米し、数々の国際コンクールで優勝を重ねた実力者で、
クラシックや民族音楽などの幅広いレパートリーの中から、選り
すぐりの曲を披露されました。
　前半の部は、マリンバのソロ3曲（最初の2曲で30分となる長
編曲）で、数種類のマレット（ばち）から、常時4本を巧みに操
り低音と高音域を同時に叩く、難度の高い曲を演奏されました。
　後半の部は、パーカッション奏者の関　聡さんとのコラボレーションで、息の合ったすばらしい演奏を披露さ
れ、小さなホールならではの奏者との距離感や、楽器本来の音色が溢れる充実した時間となりました。
　来場された方から、「コンサートで演奏を聴くことによって心身が癒され、普段の生活にメリハリが生まれま
す。次のコンサートも楽しみに待っています。」と好評をいただきました。

■魔法のクローゼット　50代になった娘が選ぶ母のお洋服
　くぼしま　りお
「魔女の宅急便」の著者・角野栄子さん、素敵なスタイ
リングの秘密は娘さんにあった！お洒落パワーが減って
くるシニア世代のファッションを自由に考えるコツが満
載。安全で機能的そしてカラフル！な母と娘のクローゼ
ットをのぞいてみませんか？

■14ひきのやまいも　　いわむら　かずお
14ひきのねずみの家族のお話。このシリーズは読んだ
ことのある人も多いはず。素朴で温かい、実りの秋にぴ
ったりの一冊です。この他にも14ひきシリーズ入荷し
ましたのでぜひお楽しみください。

新刊ピックアップ
今月の図書館

　

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

　
　

11
月
28
日
㈰

　
　

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

○
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト

　

舘
野
泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
　

10
月
10
日
㈰

　

橘
梁
盟
・
吉
田
佐
由
子

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

10
月
31
日
㈰

○
そ
の
他
教
室

　

編
み
物
教
室

　
　

10
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭

　
　

11
月
4
日
㈭
・
18
日
㈭

　

押
絵
教
室

　
　

10
月
4
日
㈪
・
18
日
㈪

　
　

11
月
15
日
㈪
・
29
日
㈪

○
移
動
図
書

　
　

10
月
5
日
㈫
・
19
日
㈫

　
　

11
月
2
日
㈫
・
16
日
㈫

○
体
育
行
事

　

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　

10
月
17
日
㈰

　
　

三
峰
山
扉
峠
（
美
ヶ
原
）

　

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ーオ

ー
プ
ン　

11
月
20
日
㈯

松
原
湖
高
原
ス
ケ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

○
催　

事

　

図
書
館
ま
つ
り

　
　

10
月
30
日
㈯

　
　

小
海
町
図
書
館

　

第
49
回
小
海
町
文
化
祭

　
　

10
月
30
日
㈯
～
11
月
3
日
㈬

　
　

北
牧
楽
集
館

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
合
同
音
楽
祭

　
　

11
月
3
日
㈬

　
　

北
牧
体
育
館

10
月
・
11
月
の
生
涯
学
習
事
業

◯
絵
画
二
人
展

10
月
10
日
㈰
～
10
月
31
日
㈰

　

井
出
理
恵
子

　

新
津　

博
美

◯
北
八
ヶ
岳
・
小
海

　
　

星
と
自
然
の
フ
ェ
ス
タ
展

11
月
6
日
㈯
～
11
月
28
日
㈰

松
原
湖
観
光
案
内
所

　
　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

　
　
　
　
　
　
　

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

　7月30日㈮に小海町企業人権教育推進連絡協
議会総会と研修会が北牧楽集館で行われました。
　研修会は、東信教育事務所の園部指導主事を
講師にお招きし、「人権が尊重される社会の一
員として」と題して開催しました。
　研修内容は、「職場でのハラスメント対策」
として、同じ職場で働く者に対して、職務上の
地位や人間関係などで優位性を背景に、精神的
・身体的苦痛を与える行為を禁止した法整備の
主旨や、事業主としての責務を学びました。
　各事業所の代表者や管理職の皆さんからは、
研修会に参加し、大変有意義な時間で、職場内
におけるハラスメント防止に対して再認識をし
たとの意見をいただきました。

10月の
　企画コーナー

●恋する本　　　　　●芸人さんの多彩な世界
●つくる喜びＤＩY！　●秋の味覚を楽しもう　
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１０月号…
Vol.56

共育の広場

　生活科や総合的な学習の時間は、体験や子どもの興味関心を大切にした学習で、
学級ごとにテーマがあります。その中から、4年1組と2年生の様子を紹介します。
【小海のごみについて調べよう：4年1組】社会科の学習から「ごみ」に興味を
もった子ども達は、川原、公園、道路沿いのごみを集め、量や種類の違いを調べ
ています。川原は、ブルーシートやビニール袋等、海洋プラスチックにつながる
ものもたくさんありました。道路沿いには、空き缶や食べ物の包装紙が多く、車
からのポイ捨てではないかと予想していました。「なぜ平気で捨てられるのか
な」、「どうしたら町のごみを減らせるのか…」と様々な問いが生まれます。
【竹で水鉄砲を作って遊ぼう：2年生】夏休み明け、手作り水鉄砲で遊びました。
材料の竹は1学期に作ったいかだを再利用したもので、ペアで協力して上手に切
りました。「どこまで飛ぶか勝負しよう！」と筒の角度を変えたり、棒の押し方
を工夫したりしました。「筒を両手で持って、押し棒を地面に押しつければすご
く飛ぶ！」と自分なりの方法を見つけ、それを試みる楽しさを味わっていました。
笑顔で思いっきり楽しむ姿は、コロナ禍であることを忘れさせてくれます。

　小海中学校では、9月24日・25日の第39回清流祭に向けて、生徒会役員が中心となり全校で準備に取り組み
ました。本年度の文化祭は生徒の健康を第一に考え、より一層の感染症対策（手指消毒・3密回避・マスクの着
用等）の徹底と1家庭保護者2名までの参加制限を講じての開催となりました。生徒は、生活記録に「清流祭ま
であともう少し、クラスで歌う合唱を完璧にしたり、リレーもあるのでたくさん練習をしたりして、最高の清流
祭になるといいです。」と記していました。清流祭の準備期間、そして当日の活動を通して、生徒一人一人が成
長したのではないでしょうか。
　地域の方々には、清流祭をご
覧いただけなかったことが大変
残念ですが、学校だよりでその
様子をお知らせいたします。引
き続き、保護者・地域の皆様に
は、ご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。

　7月29日に、十分な新型コロナウイルス感染対策を徹底して中学生体験入学が行われ、65名もの中学生が本
校の学びを体験しに来て下さいました。全体説明会では進路や生活指導、生徒会活動などの本校に関する様々な
特徴を中学生にお伝えしました。その後、生徒交流会に移り本
校生徒会役員の「在学生による生の声」を中学生にお伝えし、
質問や意見交換の場が設けられました。参加した中学生からは
「分かりやすかった」「先輩達の声が聞けて良かった」などお
褒めの言葉も頂け、本校生徒達にも良い経験となりました。体
験授業では、本校職員が「学ぶ事の楽しさ」を中学生にお伝え
すべく、本校の特色である“一人一人を大切にする学び”をそ
れぞれの教科で実践いたしました。この経験から、参加された
中学生の皆さんが、高校で学ぶ事により興味を抱いて頂ければ
幸いです。小海高校で一緒に学べる日をお待ちしております。

小海小学校 生活・総合の学習から

小海中学校 第39回 清流祭

今! 小海高校 中学生体験入学
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が
あ
り
こ
の
近
辺
で
は
見

ら
れ
な
い
見
事
な
彫
刻
で

あ
る
。

　

古
絵
図
で
は
宮
下
村
は

四
貫
五
百
文
と
あ
る
の
で
、

耕
地
は
一
町
五
反
分
位
の

集
落
で
、
水
田
が
出
来
た

の
は
早
く
、
五
箇
の
湧
水

を
引
い
て
来
た
。

　

千
曲
川
の
水
は
、
今
は

殆
ど
電
力
、
灌
漑
用
水
と

し
て
こ
こ
を
流
れ
て
い
な

い
が
中
世
以
前
は
大
河
で
、

道
は
宮
上
諏
訪
明
神
の
あ

た
り
を
歩
い
て
い
た
の
は

前
記
の
通
り
で
あ
る
。
江

戸
時
代
の
初
め
は
家
数
が

二
十
軒
、
人
口
は
百
人
足

ら
ず
と
云
う
状
態
が
明
治

の
初
め
ま
で
続
い
た
。
江

戸
時
代
を
通
じ
て
家
数
で

三
軒
く
ら
い
、
人
数
で
十

人
増
え
て
い
て
、
一
時
は

『
大
隅
村
』
と
呼
ば
れ
た

時
期
も
あ
っ
た
。

　

村
の
範
囲
は
広
く
八
ヶ

岳
の
麓
で
「
な
な
く
ら
」

「
う
え
の
た
い
ら
」
な
ど

と
呼
ば
れ
、
今
は
町
の
水

源
で
あ
る
『
上
智
の
水
』

と
呼
ば
れ
る
地
籍
は
宮
下

村
の
所
有
と
さ
れ
て
い
た
。

　

写
真
は
宮
上
諏
訪
神
社
。

町
志
中
世
編
纂
委
員

宿
岩

　善
人

の
付
近
か
ら
本
間
川
の
原

野
に
登
る
古
い
道
筋
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　

千
五
百
年
代
に
は
、
甲

斐
と
信
濃
の
武
士
の
勢
力

争
い
の
通
路
と
し
て
軍
用

道
路
が
あ
っ
て
、
武
田
信

玄
が
佐
久
平
か
ら
善
光
寺

平
に
、
群
馬
の
下
仁
田
方

面
に
攻
め
入
る
に
当
た
っ

て
、
現
在
の
小
海
高
校
の

付
近
に
武
田
軍
が
陣
地
を

構
え
た
場
所
と
し
て
古
い

文
書
に
も
登
場
す
る
場
所

で
あ
る
。

　

こ
の
諏
訪
明
神
は
武
田

が
来
は
じ
め
た
頃
に
全
焼

し
古
い
記
録
や
宝
物
は
無

く
な
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

現
在
の
本
殿
は
文
政
十
三

年
（
一
八
三
〇
）
に
本
間
、

宮
下
、
本
間
川
、
馬

流
、
鎰
掛
の
社
と
し

て
建
設
を
決
議
し
、

天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
三
月
に
完
成
し

た
。
村
の
文
化
が
盛

ん
に
な
っ
た
こ
の
時

代
を
反
映
し
て
見
事

な
造
り
で
、
社
の
彫

刻
は
海
老
、
竜
、
子

獅
子
と
遊
ぶ
親
獅
子

等
が
彫
ら
れ
、
脇
障

子
に
は
南
に
隼
、
北

に
象
の
透
か
し
彫
り

　

宮
下
村
は
大
変
古
い
村

で
、
宮
下
と
云
え
ば
諏
訪

明
神
が
出
て
く
る
。
諏
訪

明
神
は
応
和
年
間
（
九
六

一
）
に
出
来
た
と
云
わ
れ

る
が
、
平
安
時
代
の
始
り

紫
式
部
の
「
源
氏
物
語
」

の
時
代
な
の
で
、
そ
ん
な

に
古
い
時
代
に
何
で
こ
こ

に
お
宮
が
造
ら
れ
た
か
と

思
わ
れ
る
。

　

考
え
ら
れ
る
の
は
、
古

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
こ
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宮
下

地
域
の

　
歴
史
⑷

　4月より英語の教諭として小海中学校でお世話になってい
ます。昨年東京から佐久に移住してきました。こちらでの生
活には大分慣れましたが、それでもいまだに毎日、きれいな
空気と山と川の眺めに感動しています。小海中学校は教室の
窓がとても大きく、窓から見える千曲川、山々、小海大橋を
毎日眺めては、なんて贅沢な景色だろうと感じています。
　さて、今年から教科書が改訂されて新しくなりました。自
ら学び、対話活動等を通して、学びをさらに広げ深めていく
内容へと展開されています。教科書の内容を理解し、新しい
知識を身に着けることだけに重点が置かれるのではなく、常
に考えや感じたことを、自分の言葉で英語を使って発信する
コミュニケーション能力の育成が求められています。
　身近な話題だけでなく、社会問題、環境問題など、英語を
使って対話活動を行います。生徒たちは授業の中で、「あな
たはどう思いますか？」「あなたはどうしたいですか？」
「あなたは何ができますか？」という問いに日々向き合って
います。そしてそれはまた、教師が自分に問いかけなければ
いけないことなのだと感じています。「私はどうしたい？」
「どう考える？」そして「何ができるか？」と、自分が受け
てきた英語の授業とは大きく変わってきている中で、私も日
々生徒と一緒に考え、学び、試行錯誤しながらがんばってい
きたいです。よろしくお願いいたします。

熱 い 共 育 人
小海中学校

英語科
山ノ井 芙美

vol.54
教育委員会情報　7・8・9月

●令和3年度南佐久郡町村教育委員会
連絡協議会総会（令和3年7月16日）

・町及び中学校組合教育委員会 7 月定例会を兼ね
て、南牧村役場で開催された標記総会に教育委
員各位が参加し、当協議会の令和 2 年度事業報
告及び令和 3年度の事業計画を確認しました。
・総会終了後、南牧北小学校長と川上中学校長の
教育活動に関する研究発表を拝聴しました。

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
8月定例会（令和3年8月26日）

・児童生徒の近況を報告しました。
・令和 3 年度第64回長野県市町村教育委員会研究
総会のWEB開催について確認しました。
・令和 3 年度学力向上に関する懇談会の開催を予
定して、県教育委員会と意見交換を行うことに
ついて確認しました。
・令和 3 年度要保護・準要保護児童生徒就学援助
費の追加申請を確認しました。

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
9月定例会（令和3年9月24日）

・児童生徒の近況を報告しました。
・学校長をお招きして、町長及び中学校組合長・
副組合長と教育委員が意見交換をする総合教育
会議の開催をすることについて確認しました。
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　令和 3 年 6 月30日に小海町長期振興計画審議会委員の皆様に憩うまちこうみ事業
の体験をしていただきました。これは、 5 月25日に開催された審議会において、委
員の皆様から「是非体験をしたい」とのご要望をいただき実現したものです。また、
町内の皆様に積極的
に事業の周知も行う
よう要望を受けてお
ります。
　現在、新型コロナ
ウイルス拡大防止措
置もあり、予定して
いた事業も延期とな
っております。都市
部との往来が制限さ
れているコロナ禍だ
からこそ、事業を皆
様にも知っていただ
く機会を検討してい
きます。今後、新型
コロナ感染症の状況
を考慮しながら改め
てお知らせいたしま
すので、その際はぜ
ひ、ご参加ください。

憩
いこ

うまちこうみ　レポート 21



第 5 3 0 号 令和3年10月1日(　)7 役場からのおしらせ

告知

告知

北八ヶ岳小海・星と自然のフェスタ2021

小 海 町 紅 葉 ウ ォ ー ク

　小海町の星空は、他の地域と比べても遜色ない素晴らしいものです。この星空や豊かな自然
を地域内外の皆さんに体感いただくためのイベント「北八ヶ岳小海・星と自然のフェスタ」を
本年度は以下の日程で開催します。（※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により中止
となる可能性があります。）
　町民の皆さまもぜひご参加ください。ボランティア参加も募集しています。
　お問い合わせ：北八ヶ岳小海・星と自然のフェスタ実行委員会事務局（産業建設課商工観光
係）電話92−2525

■…野鳥写真家の野鳥観察＆撮影教室…

■…工芸作家等の商品販売

■…宝探しゲーム

■…天文宇宙クイズ大会

■…参加企業等によるアウトレット即売会

■…大型アストロカー（移動天文台）による星空観察会…

■…星空撮影レクチャー

■…野鳥図鑑画家の早起き鳥ウォッチング&体験教室

■…お楽しみ抽選会…

内　容（主なもの）※内容は現在の案です。

開催日　令和3年11月13日㈯ 午前10時から
14日㈰ 午後3時まで

会　場　小海リエックスホテル特設会場

　松原湖高原の紅葉を楽しんでいただく小海町紅葉
ウォーク。本年度はリエックス周辺のコースを準備
します。高原のさわやかな秋の風と紅葉を楽しみま
せんか？
　詳細は決定次第チラシ等でお知らせします。（※
新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により中
止となるの可能性があります。）

お問い合わせ：小海町紅葉ウォーク実行委員会事務局（産業建設課商工観光係）電話92−2525

開催日　令和3年10月23日（土）
　　　　（受付 9：00〜、出発 10：00）

会　場　松原湖高原
参加費　無料
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令和２年度 一般会計歳入決算額55億1,878万円になりました
　令和 2年度の小海町一般会計及び各特別会計の決算状況は下記のとおりです。
　一般会計では歳入決算額55億1,878万円、歳出決算額50億2,611万円、差引残額4億9,267万円ですが、翌年度
への繰越事業があり、その財源として 1億1,562万円が繰越となりました。実質収支額は 3億7,704万円となり、
この実質収支額の 1／ 2（ 1億8,852万円）の額以上を令和 3年度で基金へ積立を予定しています。

◎歳入
・合計で前年度対比 9 億4,953万円の
増となりました。
・主な増額の要因は、国・県支出金が、
前年度対比 9 憶564万円の増となり
ました。新型コロナウイルスに伴う
国の経済対策による特別定額給付金、
感染症対策地方創生臨時交付金及び
社会資本整備総合交付金等によるも
のです。また地方交付税は全体の
33.2％を占めておりますが、前年度
対比 1 憶4,556万円の減額となりま
した。減額の要因は台風19号災害関
係の皆減によるものです。その他で
は、町債の借入額は前年度対比
5,610万円の減となりました。
◎歳出
・合計で前年度対比 9 億2,842万円の
増となりました。
	 主な増要因は、①新型コロナウイル
ス特別定額給付金事業（ 4 億5,991
万円）、②災害復旧事業（ 3 億7,785
万円）、③新型コロナウイルス町民
応援事業等（ 2億602万円）、④役場
庁舎敷地購入費（ 1 億6,597万円）、
⑤新型コロナウイルス感染予防対策
事業（6,918万円）です。

令和２年度　各会計の決算状況　 （単位：千円）

会　　計　　名
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

合　　　　　計

歳入決算額 歳出決算額 差引残額
5,518,778

573,646
674,515
78,274

6,845,213

5,026,113
543,372
665,784
78,235

6,313,504

492,665
30,274
8,731

39
531,709

（単位：千円）

地方交付税
1,832,481（33.2％）
標準的財政の需要と
収入の差額を基準に
交付される

総務費
988,889（19.7％）
一般・財産管理、企画、
税務、窓口関係

民生費
1,199,486（23.9％）
福祉、障がい者
子育て関係

教育費
452,257（9.0％）
小学校、社会教育、
美術館、
スケートセンター関係

農林水産費
223,336（4.4％）
農・林・畜産業他関係

消防費
164,339（3.3％）
消防関係全般

町税
582,410（10.6％）
皆様から納めていただく
町民税、固定資産税等

国・県支出金
1,373,062（24.9％）
特定の事業等への
国・県からの交付金

分担・負担金
使用・手数料
147,123（2.7％）
保育料、給食費、家賃等

その他
1,059,080（19.2％）
繰越、繰入金、諸収入等

歳　　入 歳　出（目的別）
R1 R2R1

土木費
295,792（5.9％）
道路、橋、公園関係

衛生費
314,359（6.2％）
保健衛生、生活環境、
住宅関係

議会費その他
443,420（8.8％）
議会関係全般、
災害復旧関係

5,518,778

交付金等
206,788（3.7％）
国等から一定の割合で
譲与される

R2

4,569,252

4,097,697

5,026,113

町債
317,834（5.7％）
町の借金

商工費
483,499（9.6％）
商業、工業、観光関係

公債費
460,736（9.2％）
借金の返済金

一般会計の歳入歳出決算状況
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一般会計の性質別歳入歳出決算状況

借金残高　貯金残高　年度別表

地方消費税交付金

◎歳入
・自主財源と依存財源別に表示しました。
・自主財源とは町が自主的に収入できる財源のこ
とで、依存財源は国・県から定められた額が交
付された財源等です。町の財政比率32%対68%
で依存財源が大きい状況です。

◎歳出
・性質別に支出の大きい順に表示しました。
・補助費等が一番大きく23.0%、物件費16.1％、
人件費14.9％、普通建設事業費11.3%となって
います。

◎町債（借金）
　表中の「臨時財政対策債」は地方交付税の代替
財源であり、元利償還金分は後年度の交付税のな
かで100％補てんされるため、これを除いたグラ
フも参考に掲示しています。
　全体では令和 2 年度末で40億7,509万円の町債
残高があります。
◎基金（貯金）
　財政調整基金など 5つの基金の合計を表してい
ます。
　前年度から 1 億249万円減額し、令和 2 年度末
で32億9,528万円の基金残高があります。
◎考察
　借金残高と貯金残高の差額は令和 2年度末 7億
7,982万円で、借金残高が貯金残高を上回ってい
ますが、借金残高の約76％は交付税措置がありま
すので、実質的な返済額は 7 億5,000万円程とな
ります。

　令和 2 年度地方消費税交付金は 1 憶784万円交
付され、その内の5,687万円は社会保障費充当分
として交付され、老人福祉費・心身障害者福祉費
・予防費へ充当しました。

歳　　入 歳　出（性質別）

4,097,697
5,026,112

5,818,778
4,569,252

自主財源
1,788,613（32％）
町税、分担・負担金、
使用・手数料、
財産収入、寄付金、
繰入・繰越金、諸収入

依存財源
3,730,165（68％）
地方交付税
地方譲与税
国・県支出金
町債
各交付金

R1 R1R2 R2

物件費
808,952（16.1％）
需用費、委託料、賃金他

（単位：千円）

普通建設事業費
566,815（11.3％）
道路、公園、
建物等の建設費

人件費
747,737（14.9％）
議員、委員、
職員等の報酬、給与

公債費
460,737（9.2％）
借金の返済金

繰出金
228,620（4.5％）
特別会計等への繰出分

扶助費
191,492（3.8％）
医療費、児童手当他

維持補修費
88,692（1.8％）
施設、道路等の
維持補修費

積立、貸付金他
775,198（15.4％）
積立金、貸付金、
災害復旧費

補助費等
1,157,870（23.0％）
特定団体への補助金、
交付金他

財政健全化法による指標
　地方公共団体のすべての会計の収支の状況、借
入金の償還負担額、将来負担しなければならない
経費などを 4つの指標で表し公表します。
　当町では、実質赤字比率と連結実質赤字比率は
黒字決算のため算定されません。
　実質公債費比率は6.4％から6.2%へと0.2ポイン
ト改善されました。
　将来負担比率は－（マイナス）となっています。
　一般会計が将来負担すべき借金の標準財政規模
に対する比率で、将来支払っていく可能性のある
負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を
圧迫する可能性の度合いを示すものです。－（マ
イナス）表示は、借金等より充当できる基金残高
等が多く、健全な財政運営を進めていることにな
ります。

町債残高 基金残高 町債残高
（臨財債除く）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

（
百
万
円
）

年度末

臨財債残高

H28 H29 H30 R1 R2

4,468

2,701

3,344

1,767

4,375

2,630

3,479

1,745

4,273

2,561

3,439

1,712

4,205

2,556

3,398

1,649

4,075

2,499

3,295

1,576

町長交際費の内訳

総会等祝儀
慶 弔 費
お 土 産
接 待 費
宣伝お礼用
合　計

件　数
13件
8件
16件
02件
03件
33件

金　　額
85,020円
82,136円
41,484円
60,000円
9,500円
278,140円
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佐久大学　人間福祉学部
学校推薦型選抜　小海町自治体推薦入学試験
　佐久大学では、国家資格である社会福祉士や精神保健福祉士の受験資格を得ることができる人
間福祉学部人間福祉学科の小海町自治体推薦入学試験受験者を募集します。

●募集学部・学科
　佐久大学　人間福祉学部　人間福祉学科
●募集人数
　若干名
●出願期間
　令和3年10月4日（月）から令和3年10月15日（金）
●選抜試験（面接）
　令和3年10月23日（土）
●出願資格等
　（１）小海町に住民登録をしている者。
　（２）以下の項目のうち、いずれか１つに該当する者
　　　　ア　高等学校（中東教育学校の後期課程を含む）を卒業した者、または令和4年
　　　　　　（2022年）3月に卒業見込みの者
　　　　イ　通常の過程による12年の学校教育を修了した者、または令和4年（2022年）
　　　　　　3月終了見込みの者
　（３）人間福祉学部を人間福祉学科を第1希望とし、入学を許可された場合、必ず入学する者
　（４）在学する又は卒業した学校長等の推薦を受けた者
●その他
　詳細については　小海町役場総務課総務係　電話92−2525までお問合せ下さい。

受験者募集

小海町奨学金制度もご利用できます。
（１）大学等進学支援金
（２）小海町奨学金返済支援補助金

雇用のトラブルでお困りではありませんか？
　県労働委員会では、労働問題の専門家が公正、中
立な立場で、労働者個人と事業主との雇用のトラブ
ル（解雇、賃金、パワハラ等）について、「あっせ
ん」により円満な解決をお手伝いしています。
　手続きは、簡単・無料で、懇切丁寧にお話を伺い
ます。また秘密は厳守されます。
　詳しくは、お近くの県労政事務所または県労働委
員会事務局まで。

【問い合わせ】
　東信労政事務所（上田市）　電話 0268−25−7144 
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本件に関するご質問・お問い合わせはこちらへお願いします。
・国立がん研究センター　　　☎０１２０－２２０－５１０
・長野県佐久保健福祉事務所　☎０２６７－７８－５５３１

　小海町では平成23年から、国立がん研究センターが行っている、生活習慣病の予防要因を明らかにす
るための「次世代多目的コホート研究」に協力しています。長野県佐久地域では、約 3 万人の方にご協
力いただいております。
　今年の11月には、研究開始から10年後の生活習慣の変化を把握するため、 5 年前にアンケートにご回
答いただいた方に、アンケートを郵送いたします。ご回答いただいた方には、Quoカード（500円分）
と、食事アンケートの結果から、栄養摂取量の結果を返却いたします。
　この調査は今後の佐久地域の生活習慣病対策や次の世代の町民の健康づくりのためにも活用されます
ので、皆様のご協力をお願いいたします。

１	 訓練期間	
1 年間 （令和 4 年 4 月入校、翌年 3 月修了）

２	 募集科
機械加工科、電気工事科、画像処理印刷科、
木造建築科

３	 応募資格
高等学校卒業（または同等） 以上の方

４	 必要経費
入校審査料（受験料） 2,200円
入　校　料（入学金） 5,650円
授　業　料（年　額） 118,800円
教材費、作業服代、資格取得等の経費等は自
己負担で、年間十数万円程度

５	 一般入校選考
願書受付期間
　令和 3 年11月 1 日㈪〜11月18日㈭
選考日
　令和 3 年11月29日㈪

６	 願書等提出先
長野技術専門校または最寄りの公共職業安定
所（ハローワーク）へ

７	 選考試験の内容、
	 その他の問い合わせ　資料請求先

長野技術専門校
〒388−8011　長野市篠ノ井布施五明3537
ＴＥＬ ０２６−２９２−２３４１
ＦＡＸ ０２６−２９２−２３４２
または、最寄りの公共職業安定所（ハローワ
ーク）でご相談ください。
ホームページ（https://www.pref.nagano.
lg.jp/nagagisen/index.html）でも募集内容
を掲載しており、関連資料のダウンロードが
できます。

アンケートご協力のお願い

長野県長野技術専門校
令和4年度入校生募集のお知らせ



令和3年10月1日 第 5 3 0 号 (　)12役場からのおしらせ



第 5 3 0 号 令和3年10月1日(　)13 役場からのおしらせ

　平日に役場に来ることが困難な方のために、下記の証明書について休日及び時間外交付を行っていま
す。事前に役場開庁時間内の電話予約またはメールでの予約が必要です。
　
■交付できる証明書
・住民票謄抄本（本籍・個人番号（マイナンバー）の表示の有無が選べます）
　※個人番号表示の住民票を同一世帯員以外の方が受け取ることはできません。
・印鑑登録証明書
・所得証明書
・納税証明書
　
■事前予約の方法
①電話による予約　電話：0267−92−2525
　平日の開庁時間中（午前8時30分～午後5時15分）に総務課窓口係までご連絡ください。　
②Ｅメールによる予約（madoguchi@koumi-town.jp）
   上記メールアドレスまで下記の内容をお送りください。
　１．証明の必要な人の
　　　住所、氏名、生年月日、電話番号、印鑑登録番号（印鑑登録証明書の場合）
　２．申請及び発行書類と通数

※住民票は必ず謄本（世帯票）または抄本（個人票）を選択し、本籍と個人番号の表示の有無を
記載してください。

※個人番号を表示の場合は使用目的をお書きください。
※所得証明書と納税証明書は証明が必要な年度及び期間をお書きください。

　　　　例：令和 3 年度所得証明書（令和 2 年 1 月 1 日から令和 2 年12月31日までの所得を証明するもの）
　３．受け取りに来る日と時間
　４．受け取りに来る人の氏名、生年月日、証明が必要な人との続柄（受け取りに来る人が本人以外の 
　　　場合）

■取りに来る際に必要なもの
下記の書類をご提示ください。
・受け取りに来る人の本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証等）
・証明が必要な人の印鑑登録証（印鑑登録証明書の場合）
・本人と同一世帯員以外の方が来られる場合は、本人確認書類のほかに、本人からの委任状が必要とな

ります。（印鑑登録証明書の場合は印鑑登録証のみ）
※住んでいる所が同じでも住民票上の世帯が別の場合は、同一世帯員にはなりません。
※委任状は町ホームページの「届出・登録・証明」のコーナーに掲載されている様式をご使用いただく
か、事前に役場窓口までお求めください。 

■手数料は各300円（一通）となります。
　※休日及び時間外にお渡しになりますので、お釣りのないようにお願いします。

■受取時間
・平日は業務終了後、午後 7 時30分まで
・休日は午前 8 時30分から午後 7 時30分まで
　※上記の時間以外を希望される場合はご相談ください。

お問合わせ先　総務課窓口係（電話92－2525　内線124)

事前予約により休日・時間外に証明書の交付が受けられます

※必要書類をお持ちいただけない場合は、お渡しができませんのでご注意ください。



令和3年10月1日 第 5 3 0 号 (　)14役場からのおしらせ

町税等納期のお知らせ
 〈令和3年10月～12月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと、督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願い

いたします。

口座振替日

10月26日㈫

11月26日㈮

12月27日㈪

町県民税
（普通徴収） 固定資産税 国民健康

保 険 税
介護保険料

（普通徴収）
後期高齢者医療

保険料（普通徴収）

３期

４期

４期

４期

５期

６期

４期

５期

６期

４期

５期

６期

小海小学校4年生　ブルーベリー体験
　7月12日に佐久穂町の大日向にある由井喜与正さんのブルーベリー園において、
小海小学校の4年生が摘み取り体験をしました。当日は、大変暑い中での体験と
なりましたが、全学年分の給食用と自宅へのお土産としてたくさんのブルーベリ
ーを摘み取りまし
た。
　令和2年4月10
日に地域活性化の
ための同盟協定を
結んだ佐久穂町と
小海町。このよう
な体験を通してお
隣の町をより身近
に感じてもらえれ
ばと思います。



第 5 3 0 号 令和3年10月1日(　)15 役場からのおしらせ

「屋外広告物」を表示・設置・管理している皆さま 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近年全国的に、適切に管理されていない屋外広告物が見受けられ、平成27年 2月には札幌市
において建物に取り付けられた看板が落下、歩行者を直撃する重大事故が発生しました。 
 
このような状況を受け、長野県では「屋外広告物条例(※1)」を一部改正しました。 

 
 

これにより、屋外広告物の管理者等（※2）は、日常の補修その他の管理に
加え、風雨や経年劣化によって屋外広告物に倒壊・落下のおそれ等が生じな
いよう、「定期的な点検」を行うことが義務となりました。 
 
 
※１ 長野県の屋外広告物条例の対象地域は、独自条例を制定している長野市、松本市、飯田市、諏訪市、
駒ケ根市、安曇野市、飯島町及び小布施町を除く県下全域です。 

※２ 管理者等とは、屋外広告物又はこれを掲出する物件を表示し、設置し、又は管理する方です。 
 
 
１ 点検の対象 

次のものを除く、すべての屋外広告物が点検の対象です。 
 
（除かれるもの） 
○ はり紙、はり札、立看板類、広告幕類、アドバルーン、壁面等に描かれたもの  
○ 法令の規定により表示又は設置が義務付けられているもの 

 
２ 点検の方法 

(1) 点検時期 

屋外広告物を表示・設置・改造した時、及びその後３年以内ごと 
 

(2) 点検項目 

本体及び取付け部の変形・腐食等、ボルト及びビス等のサビ・緩み等、表示面の破損・

はく離・汚染・退色・変色等、その他照明等の取付け状態等 
 

３ 点検者の資格 

広告物本体の高さが４ｍを超える屋外広告物の点検は、屋外広告士又は屋外広告物条例施

行規則で定める者（建築士、電気工事士、その他）に行わせなければなりません。 
 
４ 点検結果の保管・報告 

点検結果の記録は、屋外広告物を除却するまでの間、保管しなければなりません。 

また、市町村長から表示・設置の許可を受けている屋外広告物は、許可の更新時に点検結

果の報告書を提出する必要があります。（※３） 
 
※３ この場合の点検は、許可の有効期限満了日の60日前から更新申請日までに行われたものが有効です。 

 
５ 一部改正の施行日 

平成29年 10月１日(※４) 
 
※４ 施行日前であっても、倒壊・落下のおそれのある屋外広告物の表示や設置は禁止されています。 
※５ 一部改正の施行日において設置後３年経過している屋外広告物は、速やかな点検実施をお願いします。 

 
⇒ 詳しい制度の内容、点検資格者、点検記録の様式は、ホームページをご覧下さい 

       https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/kurashi/sumai/kokoku/jore/index.html 
 
 

長野県建設部 都市・まちづくり課 景観係【電話 026-235-7348(直)】 

屋外広告物による危害防止のため、 

「定期的な点検」が義務になりました 

       



令和3年10月1日 第 5 3 0 号 (　)16役場からのおしらせ

　インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されていますが、感染防止
の効果は証明されておらず、接種しても感染しないわけではありません。ワクチン接種により、接
種部位がはれたり、熱が出るなどの副反応症状がでたり、ごくまれに重篤な症状を引き起こす事も
あります。接種によって期待される効果と副反応についてご理解していただいたうえで、接種を希
望する方は、直接、各医療機関にお問い合わせください。《どなたでも希望により接種（任意接
種）できます。》

①接 種 期 間：令和3年10月接種開始から令和4年3月31日まで

②接 種 金 額：4,500円／回（医療機関によっては接種金額が変わります。）

③助成対象者及び助成金額：

・満60歳から64歳で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり身の回りの生活を極度に制限され
る方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり日常生活がほとんど不可能な方。
・満65歳以上の生活保護の方は全額助成となります。

※医療機関によっては接種金額が変わりますが、個人負担額(1,000円)は変わりません。
　（予防接種１回の接種金額のうち、1,000円の個人負担額以外を町で助成します。）

④接 種 方 法：各医療機関に直接予約し、接種してください。
　　　　　　　　病院の窓口で、各自1,000円をお支払いください。

※医療機関によっては、償還払い（病院窓口で一旦料金を支払い、後日役場にて領収
書と共に申請後、ご指定口座へ振込みます）の場合もあります。

⑤接種医療機関：佐久総合病院小海分院・小海診療所（町外の医療機関でも接種できます。）
　　　　　　　　※乳幼児・児童・生徒の皆さんは、小児科医のいる小海分院での接種をお願いします。

※基礎疾患が有り、かかりつけ医師がいる方は、その医療機関で接種できます。

※ご不明な点は、小海町役場 町民課 保健係（電話92−2525）までお問い合わせ下さい。

助成対象者 接種回数

・生後6ヶ月以上〜
・13歳未満の方 2回

・13歳以上の中学生
・満65歳以上の方
・下記に該当される方

1回

接種金額例

1回につき4,500円

4,500円

町からの助成金額例

1回につき3,500円

3,500円

個人負担額

1回につき1,000円

1,000円

「インフルエンザ予防接種」と
接種費用の助成についてのお知らせ



第 5 3 0 号 令和3年10月1日(　)17 役場からのおしらせ

●今月のテーマ『認知症について』
 　認知症とは、「認知機能が低下し、日常生活全般に支障が出てくる状態」のことを言い

ます。原因は脳の病気や障害など様々です。年齢を重ねるほど認知症になりやすくなりま
すが、脳血管疾患等で若くして認知症を発症する人も少なくありません。今や認知症は誰
にでも起こりうる身近な病気です。

 　家族が認知症で困っている、最近物忘れが増えてきた等、お困りの方は地域包括支援セ
ンターまでご相談ください。また、小海駅内、駅の待合室で開催されている「暮らしの保
健室」にて、認知症本人ミーティングが行われています。認知症当事者やそのご家族と共
に、地域で自分らしく生活していくことをテーマにお話しませんか。※日時や場所は下記
をご確認ください。

●小海町地域包括支援センター『なんでも相談』
　〈日　時〉毎週水曜日　9：00〜11：30
　〈場　所〉小海町役場 1 階　小海町地域包括支援センター

●認知症本人ミーティング小海『麦の会』
　〈日　時〉毎月第 2 火曜日　14：00〜
　〈場　所〉小海駅　駅の待合室「暮らしの保健室こうみ」
　〈対象者〉認知症当事者（高齢者・若年者問わず）・ご家族・その他興味のある方

小海町や近隣市町村で停電が発生・復旧した場
合、停電情報をすぐにスマートフォンで確認で
きます。
「停電情報お知らせサービス」アプリをダウン
ロードしてください。

○登録地域の停電情報をプッシュ通知でおしらせ！
○停電地域を地図で表示
◎緊急時に避難施設を検索できる機能のほかに
　お住まいの地域の「ハザードマップ」を追加‼
　避難施設の検索とルート検索ができる
　「防災マップ」を搭載しました。

お元気ですか？地域包括支援センターです

中部電力パワーグリッド㈱　お問い合わせ先：0120－984－385／月～金曜日9：00～16：00

Google Play
QRコード

App Store
QRコード

➡



令和3年10月1日 第 5 3 0 号 (　)18役場からのおしらせ

防災行政無線についてのお知らせ
　町では、町民の皆様の生命や財産を守るため「防災行政無
線」を使用しています。平日に1日3回（朝6時15分・昼12
時20分・夜19時45分）、町及び公民館からのお知らせ、告
別式のお知らせ、災害情報や気象警報などの緊急情報を放送
します。これらのお知らせは、役場ホームページ新着情報
「小海町からのお知らせ」でもご覧いただけます。

　防災行政無線の放送は、小海原のアンテナから発せられる電波を、各家庭の戸別受信機で受信
することにより放送を行っています。そのため、電波状況によっては受信がうまくいかず、放送
が流れないことや、雑音が入って聞き取りにくいことがあります。すぐに通常の状態に戻る場合
もありますが、受信状況が悪い状態が数日続く場合は、総務課 総務係（℡ 92−2525）までご
連絡ください。

小海町からの
お知らせ

防災行政
無線について

☆受信機のランプについて☆

音量を調整できます
音を大きく：右にひねる
音を小さく：左にひねる

電源/電池切れ ➡ 緑：正常

受信 ➡ 赤
（放送が受信できていません）

再生/録音 ➡ 点滅
再生と録音ボタンを

同時に3秒間ほど長押しで
点滅が消えます

チャイルドシート購入費補助制度をご利用ください
　6歳未満の子どもはチャイルドシートの使用が義務づけられており、町では、チャイルドシー
トの購入費に対して補助しています。
　補助金の内容は、1人に対して上限1万円（購入費が1万円未
満の場合は、購入費実費負担分とし、1,000円未満は切捨とし
ます）。
　対象は、保護者及び子どもが共に小海町に住所があり、満6
歳未満の子どものいる保護者です。申請には、役場にあります
申請書と購入した際の領収書、チャイルドシートの保証書また
は取り扱い説明書の写しをご提出ください。
　詳しくは、町民課生活環境係までお問い合わせください。



第 5 3 0 号 令和3年10月1日(　)19 役場からのおしらせ

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
県内伝統的工芸品産業の応援を‼

　長野県では、新型コロナウイルス感染症対策の
ため最前線で働く医療関係者や厳しい経済状況で
も頑張っている方々を応援する「助け合いふるさ
と寄付金」の募集を行っています。
　この度、新型コロナウイルス感染症により打撃
を受けている県内の伝統的工芸品産業を応援する
ため、寄付金を募集します。皆様のご支援をお願
いいたします。

【事業について】
１　目的

　新型コロナウイルス感染症により、観光土産
や冠婚葬祭等の贈答品需要が低迷し、一段と厳
しい状況にある県内の伝統的工芸品産業を支援
するため、販路拡大と人材確保のための事業を
実施します。

２　支援内容
　⑴　販路拡大のための支援
　　　・産地の「技」や「素材」を活かした新商 
　　　　品の開発を支援します。
　　　・県内百貨店で長期間商品の展示を行いま 
　　　　す。

　⑵　人材確保のための支援
　  　・産地の「技」の担い手を志す人を対象と 
　　　　した工房体験ツアーを開催します。
　　
【寄付金について】
１　募集期間　令和 4 年 3 月31日まで 
２　募集区分　「助け合い寄付金」事業者応援枠
３　寄付の方法　寄付受付サイト「さとふる」

https://www.satofull.jp/static/oenkifu/
corona_virus.php

※誠に申し訳ありませんが、こちらの寄付に対し
てお礼の品はお送りしておりませんので、ご了
承くださいますようお願い申し上げます。

【お問い合わせ】
県 庁 税 務 課　☎026−235−7046
県庁産業技術課　☎026−235−7133
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション

地
域
里
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ス
ミ
ー
ル
よ
り

養
育
里
親
募
集
に
つ
い
て

　

長
野
県
で
は
、
虐
待
や
貧
困

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

自
分
の
生
ま
れ
た
家
庭
で
生
活

で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
お
よ

そ
六
〇
〇
人
い
ま
す
。
ス
ミ
ー

ル
で
は
、
そ
う
い
っ
た
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
く
れ

る
「
養
育
里
親
」
さ
ん
を
募
集

し
て
お
り
、
希
望
さ
れ
て
い
る

方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
、
子
ど

も
の
未
来
の
た
め
に
、
一
人
で

も
多
く
の
養
育
里
親
さ
ん
が
必

要
で
す
。
養
育
里
親
に
関
心
が

あ
る
方
は
養
育
里
親
に
関
す
る

小
冊
子
を
送
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

児
童
養
護
施
設　

軽
井
沢
学
園　

地
域
里
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ス
ミ
ー
ル　

☎
〇
二
六
七

ー
四
五
ー
一
〇
八
一

県
下一斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

　

十
月
一
日
の
「
法
の
日
」
に

組
合
で
は
、
収
入
保
険
と
農
業

共
済
の
二
つ
の
保
険
（
農
業
保

険
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。	

　

様
々
な
リ
ス
ク
、
品
目
を
総

合
的
に
カ
バ
ー
し
た
い
方
は
収

入
保
険
へ
の
ご
加
入
を
、
主
に	

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
対
し
て

品
目
ご
と
に
カ
バ
ー
し
た
い
方

は
農
業
共
済
へ
の
ご
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

全
国
で
は
毎
年
の
よ
う
に
豪

雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
リ

ス
ク
に
対
し
自
ら
備
え
る
と
い

う
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

農
業
保
険
を
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

農
業
保
険
は
公
的
保
険
で
す
。

保
険
料
及
び
掛
金
の
一
部
は
国

が
補
助
し
ま
す
。
万
一
の
大
災

害
時
に
も
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
し
っ
か
り
補
償
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野　

佐
久
支

所　

☎
五
八
ー
二
五
八
〇　

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ	https://w

w
w
.

nosai-nagano.or.jp/

「
既
存
住
宅
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
立
化
補
助
金
」の

お
知
ら
せ

　

長
野
県
で
は
、
県
民
の
皆
様

が
行
う
太
陽
光
発
電
設
備
蓄
電

池
の
設
置
を
応
援
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　自
己
居
住
用

の
既
存
住
宅
に	

「
信
州
の
屋

根
ソ
ー
ラ	

認
定
事
業
者
」

の
販
売
・
施
工
に
よ
り
、	

①	

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池

を
同
時
に
設
置
す
る
方
②
蓄

電
池
の
み
を
設
置
す
る
方

＊
太
陽
光
発
電
設
備
は
十
ｋ
Ｗ

未
満
も
の
、
蓄
電
池
は
四
ｋ

Ｗ
ｈ
以
上
の
も
の
が
対
象
で

す
補
助
額　

一
戸
当
た
り
二
十
万

円
（
蓄
電
池
の
設
置
の
み
の

場
合
十
五
万
円
）

＊
グ
ル
ー
プ
・
パ
ワ
ー
・
チ
ョ

イ
ス
（
共
同
購
入
事
業
）
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
開
始
日　

七
月
十
六
日
㈮

か
ら	

お
問
合
せ
先
・
お
申
込
み
先　
　

佐
久
地
域
振
興
局
環
境
廃
棄

物
対
策
課
☎
〇
二
六
七
ー
六

三
ー
三
一
六
六
（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
w
w
w
.p
ref.n

ag
an
o.	

Ig
.jp
/zerocarb

on
/

jiritsu.htm
l

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
の

受
信
障
害
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

総
務
省
で
は
十
月
を
「
受
信

環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
と
定
め
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

防
止
に
向
け
た
活
動
を
集
中
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、

家
庭
用
や
工
業
用
の
電
気
製
品

か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ

レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異

常
発
振
、
不
法
無
線
局
の
発
射

電
波
、
高
層
建
築
物
の
ビ
ル
陰

に
よ
る
電
波
遮
蔽
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
、
受
信
を
妨
害
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な

い
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
っ
て

聴
け
な
い
場
合
に
は
､	

ご
近

所
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
な
い
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い	

（
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省　

信

越
総
合
通
信
局　

★
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信

障
害
に
関
す
る
こ
と　

受
信

障
害
対
策
官
（
☎
〇
二
六
ー

二
三
四
ー
九
九
九
一
）
★
不

法
無
線
局
に
関
す
る
こ
と　

監
視
調
査
課
（
☎
〇
二
六
ー

二
三
四
ー
九
九
七
六
）
★
そ

の
他　

情
報
通
信
行
政
に
関

す
る
こ
と　

総
合
通
信
相
談

所
（
☎
〇
二
六
ー
二
三
四
ー

九
九
六
一
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	https://

w
w
w
.sou

m
u
.g
o.jp
/

soutsu/shinetsu/

ち
な
ん
で
県
下
一
斉
無
料
法
律

相
談
会
と
行
政
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

日
時		

令
和
三
年
十
月
十
六
日	

㈯　

午
後
一
時
か
ら
午
後
四

時
会
場　

小
海
町
北
牧
楽
集
館	

一
階
会
議
室
（
予
定
）

応
談
者		

長
野
県
司
法
書
士
会

佐
久
支
部
所
属
の
司
法
書
士

・
行
政
相
談
委
員

　

相
談
に
関
す
る
全
て
の
事
項

に
つ
い
て
秘
密
厳
守
、	

相
談
は

無
料
、
予
約
不
要
で
す

応
談
内
容

　不
動
産
登
記
、
会

社
の
登
記
に
関
す
る
相
談
、

不
動
産
の
売
買
贈
与
等
に
関

す
る
相
談
、
相
続
・
遺
言
に

関
す
る
相
談
、
空
き
家
に
関

す
る
相
談
、
高
齢
者
・
障
害

者
等
の
財
産
管
理
に
関
す
る

相
談
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費

者
金
融
・
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
等
の
債
務
に
関
す
る
相
談

な
ど

農
業
者
の
み
な
さ
ん

リ
ス
ク
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
？ 

農
業
保
険
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

農
業
経
営
に
は
、
自
然
災
害

や
価
格
低
下
な	

ど
様
々
な
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
農
業
共
済
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子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★パパママ・カンガルーひろば
・10月21日㈭　10時〜　「冬物おさがり会」
・11月 4 日㈭　10時〜　「アクティブに行こう」
★おもちゃランド
・11月11日㈭　10時〜　「やきいも」

児 童 館 事 業
★子ども教室
・10月13日㈬　放課後〜　「さつまいもほり」
・11月11日㈭　放課後〜　「やきいも」
・11月24日㈬　放課後〜　「将棋・オセロ会」

次 世 代 育 成 事 業
★元気な小海っ子
・10月 8 日㈮　 9時〜　「バスハイク」
★子ども探検隊
・10月16日㈯　 9時〜　「ツリークライミング」

10・11月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２−２５８０

※各教室は新型コロナウイルス等感染症対策のため延期、又は中止になることもありますのでご了承ください。

◆白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・10月17日㈰　13時30分～16時
　　小海町北牧楽集館（小海町大字豊里285）
　・11月21日㈰　13時30分～16時
　　佐久穂町社会福祉協議会こまどり支所（佐久穂町畑660）

※相談はご本人でもご家族でも結構です。
※新型コロナウイルス感染症対策のため中止になることもありますので、町ホームページでご確認ください。

◇小海町結婚相談
月〜金曜日の 8 時30分〜17時15分まで、小
海なかよし児童館にて受付けております。
お気軽にご相談ください。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～

今年度から上限額がアップしました！
小海町結婚新生活支援事業をご利用ください

　町では、結婚を機に小海町で新しい生活をスタートする世帯を応援するため、新生活を始めるための費
用を助成しています。
対 象 者：婚姻届を提出し、小海町に居住する夫婦
　　　　　※どちらか一方が町内に居住している場合も可
　　　　　※令和3年度は、令和3年1月1日から令和4年3月31日までに婚姻届を提出した夫婦が対象に‥
　　　　　　なります。
対象経費：下記の①〜③を合算した経費
　　　　　①‥結婚による住宅購入費用
　　　　　②‥結婚による賃貸費用（賃借料・敷金・礼金等）
　　　　　③‥結婚による引っ越し費用（業者への支払分）
補助金額：30万円（上限額）

※新規に入居した賃貸住宅に限らず、結婚以前からどちらか一方が賃貸している住宅に、結婚
を機に一緒に住みはじめた場合も、結婚後の家賃から補助の対象になります。その他、申請
方法など詳しくは下記担当までご連絡ください。

お問合せ：子育て支援課　子育て支援係（小海なかよし児童館内）　℡９２−２５８０
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〜理念〜　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.188

食糧支援募集にご協力
ありがとうございました！

　新型コロナウイルス感染拡大による生活困窮者への支
援食糧を募集したところ、たくさんのご寄付をいただき
ました。皆様からいただいた食糧は、自立相談支援機関
まいさぽ佐久（長野県・佐久市生活就労支援センター）
を通じて食糧を必要としている方にお届けしました。あ
りがとうございました。
　まだ終息の兆しが見えないため、引き続き社協では食
料の募集を行っておりますので、皆様のご協力をお願い
いたします。
　◦米‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥330㎏
　◦缶詰類‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44個
　◦レトルト食品‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17個
　◦インスタント食品‥‥‥‥‥‥‥‥‥125個
　◦お菓子類‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18個
　◦飲み物‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 93個
　◦調味料‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6個
　◦乾物、その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6個
　　合　計‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥330㎏・309個

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
緊急小口資金等の特例貸付の申請受付期間の延長

　緊急小口資金、総合支援資金（初回貸付、再貸付）の特例貸付の受付期間が令和3年8月末日ま
でとなっていましたが、令和3年11月末日まで延長となりました。
　新型コロナウイルスの影響による収入の減少や失業等にお困りの方は、お気軽に社協（92−
4107）までお問合せ下さい。
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　令和３年度“希望の旅”
～池の平ファミリーランドの旅～

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大の心配もあり、県内の身近な場所、〝池の平ファミリーラ
ンド〟で楽しみたいと思います。今まで参加した事のない方も大歓迎です。
対 象 者：障がいをお持ちの方とその介護者
期　　日：令和3年12月9日（木）〜10日（金）
行 き 先：池の平ファミリーランド・池の平ホテル
参 加 費：8,000円
募集定員：25名（定員になり次第締め切ります。）
申し込み：10月末までに社会福祉協議会へ障がい者手帳をお持ちになってお申し込みください。
　＊新型コロナウイルス感染症拡大により中止する場合もあります。

　以前より町民の皆さまより要望のありました、リフト付き
軽自動車の貸し出し（車イス対応）を10月1日より行います
ので、お出かけの際にご活用下さい。

貸出対象者：小海町内にお住まいで、公共交通機関等の利用
が困難な車イス利用者、その家族またはボラ
ンティア

車両の種類：ホンダ　ゼスト　前座席2名＋後部車イス1台　
計3人乗り

行 動 範 囲：小海町内若しくは近隣市町村まで
貸 出 期 間：3日以内　要予約
利 用 料：燃料費等として、走行距離1キロあたり50円
運 転 者：申請者側で確保
申 請 者：利用者本人又は家族
　※申請書提出の際に運転者の免許証が必要になります。
　※必要な方は車イスも無料で貸し出しますので、ご相談ください。

福祉車両貸し出し事業について

問い合わせ・予約　社会福祉協議会　92－4107　まで

令和３年７月 大雨災害義援金御礼
 令和 3 年 7 月の静岡県大雨災害に際し、皆様からの温かいお気持ちをお寄せ頂き、感謝申し上げ
ます。皆様からの義援金は、日赤長野支部を通じ、静岡県に届けられます。

総額　２１，６５４円
　また、引き続き、 8 月大雨災害の各県への義援金募金もおこなっておりますので、ご協力よろし
くお願いします。
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美
術
館
で
は
、

十
一
月
七
日
㈰
ま

で
、「
佐
久
の
風

景
と
生
命
の
輝
き　

長
野
県
立

美
術
館
交
流
名
品
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

小
海
町
は
眼
前
に
八
ヶ
岳
、

遠
く
に
浅
間
山
を
望
む
佐
久
地

域
の
南
部
に
位
置
し
ま
す
。
高

低
の
変
化
に
富
ん
だ
地
形
、
千

曲
川
と
そ
こ
に
注
ぐ
清
流
、
四

季
を
通
じ
た
、
時
に
厳
し
い
気

候
の
変
化
、

動
植
物
の
多

様
性
は
佐
久

を
山
紫
水
明

の
地
と
し
、

明
治
以
降
多

く
の
作
家
が

交
流
し
、
名

品
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

共
同
開
催
と

な
る
長
野
県

立
美
術
館
は
、

郷
土
に
ゆ
か

り
の
あ
る
芸

術
家
の
作
品

と
、
美
し
い

信
州
の
自
然

を
描
い
た
風

景
画
を
中
心

に
収
集
・
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
同
館
の
四
六
〇

〇
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
佐
久
地
域
の
風
景

と
長
野
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
に
よ
る
人
物
表
現
を
中
心
と

し
た
近
代
の
名
品
や
現
代
美
術
、

工
芸
に
い
た
る
ま
で
、
地
域
な

ら
で
は
の
多
様
な
表
現
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
長
野
県
立
美
術
館
交
流
名
品
展
」

開
催
中
！

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス 9月15日に、第52回「花卉園芸品評会」が北牧楽集館で開催され、南

北相木を含めた生産者17名73点の丹精込めて栽培された花が出品さ
れました。色鮮やかなすばらしい花が咲き揃ったと評価されました。

9月24日・25日に、第39回小海中学校清流祭が開催されました。
全校生徒111人が、生徒会スローガン「太陽～みんながつながり、一
つの輝きに～」を心に、それぞれが日頃の学習の成果を発表しました。

　山野に自生するつる性の落葉樹。熟して実がポ
ッカリと口をあけるところから「開け実」と名付
けられた。
　アケビは小
葉が5枚、ミ
ツバアケビは
小葉が3枚。
　ミツバアケ
ビのつるは、
藤製品に使わ
れる。

●食べ方
　秋によく熟した果肉を生食する。果肉は、種子を包む白色の部
分は甘いが、種子のまわりは苦みがあるので、ほどほどで種子を
はき出す。
　果皮は、ほのかな苦みがあり、料理すると美味で、刻んでみそ
煮、炒めものにしたり、中に味つけしたひき肉やきのこ等の生地
を詰めて、ひもでしばり、蒸し焼きにしたり、油で揚げて食べる。

●アケビと豚肉の炒めもの
＊材　料 アケビ3個、豚薄切り肉200g、ナス3個、ピーマン3

個、長ネギ10cm、ショウガ1片
 Ⓐ（しょうゆ、酒、片くり粉各小さじ2）
 合わせ調味料（焼き肉のたれ）、サラダ油大さじ2、

揚げ油
＊作り方　①豚肉は一口大に切る。Ⓐをかけておく。
 ②アケビは、種を除き、果皮を乱切りにする。
 ③ナスとピーマンは、縦半分に切って乱切りにする。
 ④ネギ、ショウガはみじん切りにする。
 ⑤140～150度に熱した揚げ油で①を、150～160度 

　に上げて②③を、それぞれさっと揚げ、油通しする。
 ⑥鍋を熱し油を入れてなじませ、④を炒め香りが立っ 

　たら⑤を加え炒める。合わせ調味料を入れ、煮立て 
　ながらとろみのついたところで皿に盛る。

小海の自然

文・写真／故 畠山久紀
山 菜 ⑵

アケビ アケビ科　５月中旬～６月上旬、　　　　　実９月下旬～10月上旬




